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１.音とは(1)
• 空気の振動によるもの
• 波長：波の始まりから終わりまでの長さ
振動数(周波数)：一秒秒間に起こる波の数 (単位はHz)

音の高さは周波数で決まる

• 周波数が少ないと低い音、多いと高い音になる



音とは（２）

• 音の大きさは空気の圧力変化を感じている
• 音圧：音による圧力変化(単位はﾊﾟｽｶﾙ Pa)
• 人間の感覚には「べき法則」が当てはまり、音の
大きさは強さの何乗かに比例して増加する 対
数目盛の相対的単位でデシベル（ｄB)で表す



音の強さと音圧レベル
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聞き取れる音の高さ(周波数)の範囲

• 人 間：16Hz～2万Hz

• 犬 ： ～5万Hz

• ネ コ：60Hz～6.5万Hz

• コウモリ：1000～12万Hz

• イルカ ：150～15万Hz



２.きこえのしくみ





３.聴力検査
• ① 標準純音聴力検査

純音を使用した聴力検査

125,250,500Hz､1kHz,2kHz,4kHz,8kHzを

使用

気導：空気を伝わり鼓膜から聞こえる音

骨導：頭蓋骨を伝わって聞こえる音

• ② 語音聴力検査

語音を使用した聴力検査



オージオメーター



聴力検査の結果を表す用紙
オージオグラム

右 ー○ー 左ｰｰ×ｰｰ



難聴の種類（１）

①伝音難聴：伝音器の障害された難聴

②感音難聴：感音器の障害された難聴

③混合性難聴：伝音器と感音器の両方

が傷害された難聴



難聴の種類(２)

右 ー○ー 左ｰｰ×ｰｰ



難聴の種類(３)

右 ー○ー 左ｰｰ×ｰｰ



年齢による聴力の変化



語音聴力検査



４.老人性(加齢性)難聴の特色
• 45歳くらいから始まる

• 治療では治せない
• 本人はあまり自覚がないことが多い
• 高い音から聞こえにくくなる
• 言葉の聞き分けが悪くなる
• 早口の会話が聞き取りにくい
• カンに頼り、早とちりしてトンチンカンな返事をす
ることあり

頑固・猜疑心が強くなる



５.補聴器

• 小型の拡声器
• マイクロホン、電気増幅器、イヤホン
から成り立つ

電気増幅器マイクロホン イヤホン



補聴器の種類

• 箱型
• 耳かけ型
• 耳内型



難聴の程度と補聴器選択の目安



補聴器の特徴

• 器械を通した人工的な音である
• 一度の調整でぴったりと合うことはない
• 何回か細かい調整を行い、段々と合わ
せていく

• 最初から長時間の使用は控える
• 5年すると器械的には交換が必要である



両耳装用の利点

• 音の方向感
• 快適な音量感 (長時間使用でも疲れな
い)

• 音の臨場感 (自然な聞こえに近い)

• 騒音下での会話が聞き取りやすい
• 右脳、左脳の活用で会話が円滑になる



身体障害者福祉法の等級表
聴覚障害 言葉の聞き取り

６級 ①平均両側70dB以上
または
②一側90dB以上、他側
50dB以上

４級 平均両側80dB以上 両耳の最高語
音明瞭度が50%
以下

３級 平均両側90dB以上

２級 平均両側100dB以上



補聴器の値段

• アナログ補聴器
箱形 標準 4～6万円

高出力 6～8万円

耳かけ型 8～10万円

既成耳穴型 7万円前後
(両耳装用で12万円前
後)

ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ耳穴型

15～18万円
(両耳装用で30万円前
後)

• デジタル補聴器
耳かけ型 8～10万円

高出力 10～20万円
(両耳装用で20～35万
円)

既成耳穴型 9万円前後
(両耳装用で16万円前
後)

ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ耳穴型

15～30万円
(両耳装用で55万円前
後)



人工中耳および人工内耳
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